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発表論文名・著書名　等
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著書

1. なし
査読付き論文

1. Tomohiro KUBO, Yoshiaki HISADA, Masahiro MURAKAMI, Fusako KOSUGE and Kohei HAMANO: Application of an Earthquake Early Warning System and a Real-time Strong Motion Monitoring System in Emergency Response in a High-rise Building, Soil Dynamics and Earthquake Engineering, Volume 31, Issue 2, pp.231-239 2011
国際学会論文（査読付も含む）

1. なし
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. なし
招待講演
1. なし
口頭発表

1. 久保智弘､久田嘉章、村上正浩：超高層ビルにおける負傷者推定のためのオフィス家具の固定状況に関する調査, 第13回日本地震工学シンポジウム, OS5-Sat-PM(OS5)-4, P2773-2777, 2010 (アブストラクト査読)
2. 久保智弘, 久田嘉章, 村上正浩: PDCAサイクルに基づいた緊急地震速報とリアルタイム地震観測システムを活用した超高層ビルにおける地震防災対策、地球惑星学会合同大会, HDS023-08, 2010

3. 久保智弘，久田嘉章，村上正浩: 都心の超高層ビルにおける負傷者推定のためのオフィス家具の固定状況に関する調査，日本建築学会大会学術講演梗概集，構造Ⅱ，pp.857-pp.858，2010
知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）

1. なし
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

1. 阪神・淡路大震災16年　防災力クライシス　～自治体・住民の新たな模索～、NHKスペシャル、NHK、2011年1月17日 (新宿駅西口地域における負傷者数の情報提供)
博士

1. なし
修士0名

学士0名
その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
第10回国土セイフティネットシンポジウム(パシフィコ横浜)、パネルディスカッション参加予定、2011年2月3日 
